
 

日本語オンラインヘルプ適用手順書 

Version 8.2.07 
 

 

 

本手順書では、Version8.2.07 で日本語オンラインヘルプの構成のために必要な作業手順を記載しています。 

※記載されている手順はWindows、Linux、共通となるため、Linux はパスを読み替えて作業を行ってください。 

※日本語化対象は Client のヘルプのみで、Reporting Server は日本語化対象外となります。 

（Reporting Server のヘルプ日本語化は今後のバージョンで対応予定です。） 

 



 

 

日本語オンラインヘルプの適用 
 

【事前確認】 

オンラインヘルプを適用する前に WebFOCUS Client がインストールされているディレクトリを確認してください。 

【WebFOCUS Client インストールディレクトリ】 

例：C:\ibi\WebFOCUS82 

注意：オンラインヘルプを適用する際は、Apache Tomcat を必ず停止してください。  

【オンラインヘルプの構成】 

1. Apache Tomcat のサービスを停止します。 

2. オンラインヘルプファイル ibi_help.war を drive:\ibi\WebFOCUS82¥webapps 直下へコピーします。 

※既に ibi_help.war が存在する場合は、既存の ibi_help.war ファイル名を変更しコピー、または上書きコピーします。 

3. drive:\ibi\tomcat\conf\Catalina\localhost\ibi_help.xml をテキストで開きます。 

※ibi_help.xml が無い場合には新規で作成してください 

4. 以下のように設定します。 

※C ドライブ以外の場合は環境に合わせて変更してください 

指定例： 

<?xml version='1.0' encoding='utf-8'?> 

<Context docBase="C:\ibi\WebFOCUS90\webapps\ibi_help.war" path="/ibi_help" 

useHttpOnly="true"> 

</Context> 

5. 設定後、ファイルを保存して閉じます。 

6. drive:\ibi\tomcat\work\Catalina\localhost を削除します。 

7. Tomcat のサービスを開始します。 

8. WebFOCUS 管理コンソールにアクセスします。 

http://hostname:port/ibi_apps/admin 

ログイン画面が表示されますので、管理者権限を持つユーザでログインします。 

9. 管理コンソールが開きます。 

10. メニューから[アプリケーションの設定] – [アプリケーションコンテキスト]を選択します。 

11. [ヘルプ]に「/ibi_help」と入力し、[保存]をクリックします 

12. 画面右上の[キャッシュのクリア]をクリックし、[OK]をクリックします。 

 

以上で日本語オンラインヘルプの構成は終了です。 


